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論 文 審 査 結 果 要 旨
メ コ ン川 は東 南 ア ジア最大 の河川 で,そ の水 資源 おぶ び生 物多様 性 を包 含 す る生態 系 の保 全 は
今 後 の流 域 国の社 会発展 を左 右す る重 要課 題 とな ってい る。 コイ 目の大型種 で あ るSeven-linebarb
(PハoうαrわL`∫ノμ〃'θη')は,メコン川 流域の食 資源 の1つ として重視 され てきたが,乱 獲や河川環境 の変
化 に よ り資源 量が著 しく低 下 し,1996年にはIUCN(国際 自然保護連合)に よって絶滅危惧種 に指 定
され ている。本研究 は,本 種が種苗生産 とその放流 な どの増殖事業 の対 象 とな ってい る現状 に鑑 み,
本種 の絶滅 リスクを査定 ・評価 し,適 正 な遺伝的管理手法 の創 出を 目指 したもので ある。
最 初 に,本 種 の人 工 受 精 の た めの 排 卵 誘 導 条件 に 関 わ る実験 を,近 縁 の小 型 種 のBαrわoη肋κ∫
80η∫oηo鋸を 用 い て 実 施 し,血 清 ゴナ ド ト ロ ピ ン分 泌 と排 卵 の 誘 導 の た め に 必 要 なGnRHA
(Gonadotropinreleasingho㎜one)とDOM(Dompeddonasadopamineantagonist)を組み合わせ る最適
条件 を解 明 した。次に,標 的種めSeverline-barbに両ホル モ ンを投与 し,安 定的 に採卵 出来 る条件 を
確 認 した。
次 に,本 種の集 団遺伝 学的分析 に必 要 な高感 度マー カーで あるマイ ク ロサ テ ライ トDNAマ ーカー
の開発 を試み,多数 のプライマーセ ッ トの中か ら多型性 を備 える6プ ライマーセ ッ トの作 製に成 功 し,
それ らのマーカー座 の遺伝 的特性 評価 を行 ってい る。メ コン川 の4地 点か ら採集 した野 生集 団の標本
群 につ いてマイ ク ロサテ ライ トDNAマ ーカーお よび ミ トコ ン ドリアDNAマ ーカーを検 出 して,集 団
間の遺伝 的分化が統計的 に有意 であ るこ とを確認 し,本 川 内に複 数の相 対的 に独立 の集 団か らな る遺
伝 的構造 の存在 を推定 した。 また,各 地 の水 産試験場 に保持 され てい る採卵用親魚集 団を採集 し,同
様 の集 団分析 を実施 した ところ野生集 団間よ り大 きい遺伝 的分化 を認 めてい る。
多様性 の低 下の防止手法 として,遠 縁の個体 を選 び交配 を行 う,MinimalKinship法(MK法)が有
効 と考え,継代シミュレーシ ョンを30世代 にわたって行い,遺 伝的多様性 レベル維持に関する効果
を評価 ・検 討 し,本 シ ミュ レー シ ョン法が遺伝 的多様性維持 のための情報 を得 る上 で効果 的で あるこ
とを解 明 した。今後,種苗生産 の現場 におい てMinimalKinship選択交配を実施す る際には,継代 シ ミュ
レーシ ョンに基づ くリスク予測 を実施 し,リ スク防止条件 を解 明 した後 に,種 苗生産 とその放 流 を実
施すべ き とす る管理マ ニュアル を提案 した。
以上 の よ うに,本 研究 はメ コン川 にお ける現存 のSeven-1inebarb集団の多様性 をDNAマ ー カーに
よって評価 し,こ れ らのデー ターを用 いたシ ミュ レ「 シ ョンによ り,野 生集 団ρ遺伝 的保全 に配慮 し
たSeven-linebarbの放流 事業 の あ り方 につい て価値 ある提言 を行 っている。 よって,審 査委員 一同は
本論文 の著者 を博士(農 学)の 学位 を授与す るに値す るもの と判定 した。
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